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◆仲裁の相手方：東西産業貿易株式会社（東京都文京区湯島２丁目１７番８号） 

◆工事概要 

・工事内容：大動物（牛）解体ライン機械設備の更新、大動物（牛）・小動物（豚）内臓処理機械設備の更新 
・工 事 費：571,540,200円（税込み） 
・工  期：平成19年12月13日～平成21年３月31日（15か月） 

◆仲裁までの経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 ＜ 仲裁のながれ ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

※仲裁の効力 

建設業法に基づき設置されている建設工事紛争審査会が行う仲裁判断は、確定判決と同一の効力を有す

る。（裁判に代わる手続きで一審制。仲裁判断の内容については裁判所で争うことはできない。） 

<横 浜 市> <請 負 人> 

仲裁委員による
仲裁判断 

和解内容に基づく
仲裁判断 

議案名   中央卸売市場食肉市場大動物解体ライン等改良工事（食肉機械設備工事）

      請負契約に関する紛争についての仲裁 
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紛争 工事施工に伴う監督員指示により、入
札時に市が提示した設計図書の内容の変
更が行われたとの主張により、追加・変
更工事代金相当の 168,297,586 円の支払
いを要求。 

１ 
 必要な設計協議を行い、請負代金を
8,740,200 円追加する設計変更を実施し
た。請負人が求めている部分は、仕様書

２

に基づく手直しのため設計変更にはあた
らず、追加・変更工事ではない。

 請負人は損害賠償金 168,297,586 円の支払いを求め、平成 21 年４月 28 日に工事請負契約
約款第 48 条に基づき神奈川県建設工事紛争審査会に調停申請した。 
 ４回審理を行うも、双方の和解が見込めないため 調停打ち切り。 

３ 

 調停では解決できなかったため、平成 22 年

２月９日に工事請負契約約款第 49 条に基づ

き、神奈川県建設工事紛争審査会に仲裁申請。

４ 

 平成 22 年４月 27 日に、かし点検に基

５

 かしではなく、追加・変更工事である。い

ずれも仲裁手続と併合して判断されるべき。

６ 

づくかし修補及び損害賠償を請求。 

 請負人申請の紛争及び本市のかし請求に関する紛争
の速やかな解決を目指して仲裁に付することとしたい。
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